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講義 A106

火・金 2時限

情報システム工学科

教員 任 向実

TAs 林、楠葉
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本講義のホームページ

http://www.info.kochi-tech.ac.jp/
ren/j/teaching/year2011/dbs/

講義予定

講義資料

参考書の紹介

そのほかのリンク
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講義の予定

講義の目標

成績の評価

（プリント参照）

成績の評価

演習 30 点（各 10 点 x 3 回）

中間試験 30 点

期末試験 40 点

総計 60 点以上を合格とする．
◇AA：総合的に見て達成目標全体の90％に到達した場
合
◇A：総合的に見て達成目標全体の80％に到達した場合
◇B：総合的に見て達成目標全体の70％に到達した場合
◇C：総合的に見て達成目標全体の60％に到達した場合

中間、期末試験は参照不可
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データベースシステムの４つ要素データベースシステムの４つ要素

講義の概要

エンド・
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エンド・
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開発者開発者

データモデル

SQL
正規化
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DB

Webサーバクライアント Internet

ルータモデム

CGI,
SSI,
PHP
など

DBサーバ

ブラウザ
サーバ
ソフト
例：

Apache

Middle
Ware
例：API

API: Application Program Interface
例：ODBC, OLEDB, JDBC

DBMS
(SQL Server, Oracle, 

PostgreSQLなど)

SQL

ユーザ

DB
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データベースの学習の重要性

実質的に必修科目
データベースシステムがないと，情報システム
が成立しない

ACMとIEEE Computer Society による
Computing Curricula 2005
情報処理学会の「大学における情報処理教育
検討委員会」によるモデルCurriculum

「情報処理技術者試験」
データベースに関連した問題が年々多くなっ
ている
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データベースの学習の重要性

データベース技術は，情報化社会におい
てさまざまな情報の統合利用を実現するう
えでの重要な基盤技術の一つ．

企業の経営戦略

売上・人事管理，傾向・プラン

データベースに関する技術と知識

専門家だけでない．

ビジネスマンにも欠かせないもの
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データベース
データの蓄積と利用

知識処理

マルチメディア
音声，映像，文字

ネットワーク
WWW

データベースの学習の重要性

データウエアハウスデータマイニング

EDI

ERP

XML
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情報システム

Hardware
Software

Database
Application

Human
Network
運営体制
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情報システム
Information Systems

保存・管理

売上データ
顧客データ
在庫データ

入力
（データ）

出力
（情報）

データの収集・登録
分析
集計
加工
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データと情報の違い

データ

記録された値または事実

情報

データを加工し、重要な部分だけ
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練習問題

この授業は情報システム専攻学生にとって
必須であるか．その理由を説明せよ．

データと情報の違いについて説明せよ．


